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明日のこの国をどう変えるのだろう」という好奇心
を胸に抱き続けているからだと思います。こんな想
いを共有できる方は、ぜひ総務省の門を叩いてみて
ください。

を担う海底ケーブルの防護や衛星通信を利用した
通信手段の多重化等の戦略が必要となります。更
にサイバー空間が「もうひとつの戦場」となる中で能
動的サイバー防御を含むサイバー攻撃への対処、
表現の自由を尊重した上での偽情報への対応と
いった新たな課題にも取り組まなくてなりません。
国際情勢、技術、法制度、電気通信事業への影響
等複雑にからむパズルをあらゆるステークホル
ダーと議論しながら一つずつ当てはめる日々は気が
抜けない試行錯誤の連続ですが、前職で議論した
政策提言を実際の政策に落としこみ形にできるこ
とへのやりがいを感じる毎日です。

　「仕事の魅力は何ですか？」―説明会や面接で多
くいただくこの質問。自身が働く上でも日々問い続
けていたいと思うこの問の答えの一つは「当事者で
なくてはならない」ことだと感じています。課題を分
析し意見するだけではなく、国家公務員には法律、
予算、税制等の政策ツールを駆使してその課題を
解決することが求められます。更に日々技術が進展
する情報通信分野では新たな挑戦が必要な課題
ばかりです。大変な時もあります。しかし、留学や海
外赴任で多様な価値観に触れ、「ワーママ」となり生

活環境が大きく変わってもこの仕事を続けるのは、
やはり当事者として課題に挑戦できることが面白い
からだと思っています。未知の課題に挑戦したいと
思う皆さんと一緒にその解決に取り組めることを楽
しみにしています！

　昨年２月24日のロシアのウクライナ侵攻―当時
パリにあるOECD（「世界最大のシンク・タンク」とし
て、経済・社会の幅広い分野において政策提言をす
る国際機関）を所管する在外公館の外交官であっ
た私にとって大きな衝撃を受けた日でした。戦地国
と近接するEU国家としての緊迫感を肌で感じ、業務
の上でも、加盟各国が「民主主義の価値の共有」を
強調する中、サプライチェーンの多様化、偽情報、ガ
バメントアクセス、サイバーセキュリティ等の情報通
信における安全保障政策のグローバルスタンダード
策定の最前線に立ち奔走しました。当たり前の日常
は当たり前ではないことを強く認識した経験でした。

　そうした経験を得て帰国した現在は、電気通信
事業を所管する部の統括する立場として強靱な情
報通信インフラの確保、特に電気通信事業分野の
安全保障政策に携わっています。経済社会生活の
根幹であるインターネットはつながって当たり前―
しかし、その「当たり前」を護るためには、地上の電
気通信インフラ整備だけではなく、国際通信の99％
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　情報通信行政を担うにあたり、一つの駆動力とな
るのは、未来の社会を想像する力だと考えています。
私が入省直後に携わったプロジェクトでは、10年
後にはどんな便利な生活になっているのだろう、そ
の生活をかなえるために、電波はどう使われるべき
だろうといったことを想像しながら、そのために「今」
必要な政策は何かを検討していました。その頃描い
ていた完全自動運転の車、手ぶらで買い物できる仕
組みなどは、既に実現したものもそうでないものも
ありますが、未来に期待することなくして社会をより
便利にしていくことはないと確信しています。

　新しく政策を生み出すのは決して簡単なことでは
ありません。ステークホルダーの意向や業界の慣
行、技術的な制約等の壁に阻まれ、最初に思い描
いたとおりの政策を実現出来ない、何度もそんな悔
しい思いをしたことは何度もあります。それでも私
がこの仕事を楽しめているのは、「情報通信技術は

　情報通信技術の発展はとどまることを知らず、
日々新たなバズワードが生まれては消えていきま
す。職業人生を通じて常に新しい課題に挑戦し続
けたい－そんな想いを胸に総務省の門を叩いてか
ら早10年。AI、５G、メタバースなどの新たな概念に
触れながら、業務に奮闘しています。

　変化の激しい情報通信技術を相手に仕事をする
上で、現状を可能な限り正確に、克明に捉えること
は極めて重要です。例えば、近頃よく耳にするDX
（デジタル・トランスフォーメーション）。「DXの推
進」と一口に言っても対象は広く、何をデジタル化し
てどんな効果を得るか、企業がどこに課題を感じて
いるか、課題克服するために政府はどうアプローチ
するべきか･･･こういったブレイクダウンなくして政
策論はできません。
　私の現在の仕事は、このような市場全体の現状
を正しく捉え、情報通信白書として整理することで、
正しい現状認識に基づく政策立案の基礎作りをす
ることにあります。
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情報流通行政局情報通信政策課
情報通信経済室課長補佐
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平成 26年 4月 総務省採用
   　同　総合通信基盤局電波部電波政策課
平成 28年 7月 　同　情報流通行政局郵政行政部貯金保険課
平成 29年 7月 　同　情報流通行政局郵政行政部貯金保険課監理係長
平成 30年 4月 産休・育休
令和 元年 7月 総務省情報流通行政局郵政行政部貯金保険課課長補佐
令和 2年 9月 産休・育休
令和 4年 7月 現職

私を動かす「好奇心」

総合通信基盤局電気通信事業部
事業政策課統括補佐
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平成 19年 4月 総務省採用
   　同　総合通信基盤局国際部国際経済課
平成 20年 7月 　同　行政評価局客観性担保評価プロジェクト室
平成 21年 7月 　同　大臣官房秘書課
平成 22年 7月 　同　総合通信基盤局電気通信事業部事業政策課基幹通信係長
平成 24年 7月 米国留学（ペンシルベニア大学・ミシガン大学）
平成 26年 8月 総務省総合通信基盤局電波部電波政策課周波数調整官
平成 28年 7月 　同　総合通信基盤局電気通信事業部消費者行政第一課課長補佐
平成 30年 8月 産休・育休
令和 元年 5月 総務省国際戦略局国際経済課多国間経済室課長補佐
令和 元年 6月 経済開発協力機構（OECD）日本政府代表部一等書記官
令和 4年 7月 現職
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